
 

平成２６年 １２月度 バージョンアップ項目 

 

＜施工図システム＞ 

 

１  ．斜め梁に取り付く飛行機梁に対応 

２  ．剛接ジョイント複数クリアに対応 

３  ．ＯＳリングに対応 

４  ．自社名設定を工事ごとに設定 

５  ．梁の修正に拝み板設定追加 

６  ．間柱配置の軸図表示の高速化 

７  ．フロア別柱初期化追加 

８  ．ダイア確認時のダイア修正色を追加 

９  ．ダイア材質一括修正時、45mm以上の内ダイアを追加 

１０ ．H 柱形状で上下のリブが斜めの時、新規パターンを追加 

１１ ．1図面に複数通り出力時、ファイル名を変更 

１２ ．平面ブレス階複写の処理修正 

１３ ．平面ブレス確認図の文字サイズを変更 

１４ ．軸ブレスの複写に対応 

１５ ．軸ブレスの配置画面の押えリブボタン位置変更 

１６ ．2面せん断のフィラーに対応 

１７ ．平面ブレス、原寸型の 2面結合型に対応 

１８ ．平面ブレス、原寸型シートの長靴型対応 

１９ ．平面ブレス、軸ブレス、追加集計時の変更リスト出力に対応 

２０ ．既製品ダイアフラムに対応 

２１ ．平面ブレス、軸ブレスに一括修正機能を追加 
２２ . 平面ブレスの集計内容を変更 
 
 

＜胴縁システム＞ 

 

１  ．組物の胴縁にマーク自動配置を追加 

２  ．ピースの無い穴だけの加工に対応 

３  ．ピース手動配置で角パイプ孔加工の設定を追加 

４  ．全ての通り（図面番号）の集計・出力に対応 

５  ．物件全体の集計表出力に対応 

６  ．胴縁加工図、マークの▽の表示の有無の設定を追加 

７  ．図変換実行時の処理を修正 

８  ．「データ復帰」した物件を設定工事に変更可能に 

９  ．編集画面のフォントサイズを変更可能に 

１０ ．「ＮＣデータ作成」-「フクオカ」設定追加 

 

 

 
 



＜施工図システム＞ 

 

１ ．斜め梁に取り付く飛行機梁に対応 

 

 斜め梁に取り付く飛行機梁に対応しました。 

 

＜伏図＞－＜梁配置＞－＜梁の修正＞ 

 梁の修正から飛行機梁にしたい梁を選択。 

継手タイプを剛接合に設定し、ブラケット長を入力することで、斜め梁に対しての飛行機梁設定を行うこと 
ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ ．剛接ジョイント複数クリアに対応 

 

 剛接ジョイント複数クリアに対応しました。 

 

 ＜基本データ＞－＜基準設定＞－＜ジョイント空間＞ 

 剛接部クリアを複数使用するにチェックを入れると、継手詳細図で入力したクリアが適用されます。 

 剛接部クリアが統一である場合と、統一でない場合に分けて設定を変えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ ．ＯＳリングに対応 

 

 ＯＳリングに対応しました。 

 

 ＜スリーブ配置＞－＜配置＞で[既製品スリーブ]ボタンをクリックします。 

 

  

 

 

４ ．自社名設定を工事ごとに設定 

 

 自社名設定を工事ごとの設定に対応しました。 

 

＜図面作成＞－＜図面レイアウト＞－＜自社名設定＞から会社情報を設定します。 

前バージョンまでは、自社名設定を登録すると全物件共通の設定となっていましたが、 

今バージョンからは、自社名設定を工事ごとに分けて設定を行えるようになりました。 

 

 



 

５ ．梁の修正に拝み板設定追加 

 

 梁の修正に拝み板設定を追加しました。 

 

 ＜梁の配置＞－＜梁の修正＞で合掌梁を選択します。 

 拝み板が取り付いている梁の場合、梁の修正から個別に棟高さ、拝み板の板厚・耳を修正することが 
できます。 

  

 

 

 

６ . 間柱配置の軸図表示高速化 

 

 間柱配置の軸図表示が高速化されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

７ . フロア別柱初期化追加 

 

 柱詳細で階毎のデータ初期化ができるようになりました。 

 

 ＜詳細図＞－＜柱詳細図＞－＜データ初期化＞のメニューから階別柱初期化ボタンをクリック 

 します。柱初期化したい階を選択し、柱初期化ボタンをクリックして下さい。 

 

 

 

 



 

８ . ダイア確認時のダイア修正色を追加 

 

 ダイア修正色が変更できるようになりました。 

 

 ＜詳細図＞－＜柱詳細図＞－＜ダイア確認＞から色を変更したい修正済み柱を右クリックし、 

色の設定ウィンドウから色を選択してください。 

  

 

９ . ダイア材質一括修正時、45mm以上の内ダイアを追加 

 

 ダイア材質一括修正で、45mm以上の内ダイアに対応しました。 

 

 ＜詳細図＞－＜柱詳細図＞－＜ダイア確認＞からダイア材質一括修正をクリックし、板厚 45mm以上（内）を 

選択後、材質一覧から材質を選択、材質変更ボタンをクリックすると、ダイア材質を一括で変更します。 

 



 

１０ . H 柱形状で上下リブが斜めの時、新規パターンを追加 

 

 H 柱形状で上下リブが斜めの時、新規パターンが追加されました。 

 

 ＜基本データ＞－＜基準設定＞－＜ジョイント空間＞のメニューからH 柱形状設定を選択する  

 と、No12 のタイプが追加されています。 

 

 

 

 

１１ . 1 図面に複数通り出力時、ファイル名を変更 

 

  図面に何が表記されているか、わかりやすく変更しました。 

 

  例 ： X1通り、X2通り、X3通りを 1図面に出力した場合、以下のように変更になりました。 

  

  変更前 ： X1.DXF  

  変更後 ： X1,X2,X3.DXF 

 

  

 

 

 

 

 

 



 

１２ . 平面ブレス階複写の処理修正 

 

複写先の階にブレス部材が登録されていない場合は、複写元のブレス部材を複写先に登録します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
１３ . 平面ブレス確認図の文字サイズを変更 

 

ブレス符号・ブレスシート合番の文字サイズに使用します。 

 

 

＜平面ブレスの集計画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１４ . 軸ブレスの複写に対応 

 

  「別の通りに複写する」にチェックした場合は、ブレスを選択後に複写先の通りを選択します。 

 

・ 複写の基準は一番左の通りで固定（変更不可）です。「平行」「反転」複写を選択します。 
 

    ・ 反転複写    同じ通りに複写する場合・・・左右を反転して複写します。 

 別の通りに複写する場合・・・納め、がセット位置を通りに対して反転します。 

 

＜軸ブレスの複写の画面＞ 

 



   

１５ . 軸ブレスの配置画面の押えリブボタン位置変更 

 

ブレスが梁側に付く場合のボタンの位置を左・右・左右の順にしました。 

 

 

＜軸ブレスの配置画面＞ 

 

     

 

 

 

 

 

 

 



 

１６ . 2 面せん断のフィラーに対応 
 
＜詳細図＞-＜柱詳細図＞-＜原寸型板作成＞-＜型紙作成＞から、２面せん断のフィラーを型板作成で出力 

できるようになりました。 

 

＜詳細図＞-＜梁詳細図＞-＜梁詳細図作成・単品加工図作成＞から、梁詳細図・梁単品図にフィラーが作図 

されるようになりました。 

 



 

１７ . 平面ブレス、原寸型の 2面結合型に対応 

 

 

＜平面ブレスの配置画面＞ 

 

 

   

 

  ＜原寸型紙の出力例 左は結合型３、右は結合型２＞  

  

   

   

 

 

 

 

 

 

 



 

１８ . 平面ブレス、原寸型シートの長靴型対応 

 

ポイントが梁芯または梁面でどん付けの場合にシートの形状を変更できます。 

「シート形状変更」ボタンをクリックして下さい。 

 

＜始点側は変更後、終点側は変更前＞ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１９ . 平面ブレス、軸ブレス、追加集計時の変更リスト出力に対応 

 

ブレス集計後に変更があれば「変更点 一覧」のボタンを表示します。 

 

・ 変更が無い場合、データ初期化後はボタンは非表示になります。 

  ・ ＤＸＦファイルは一般図フォルダの中に作成します。 

 

 

  ＜平面ブレス、集計画面＞ 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  ＜変更点一覧の例＞    

  

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２０ . 既製品ダイアフラムに対応 

 

  ファブラックスＤＳ・スマートダイアを使用できます。 

 

① マスター編集は「基本データ」-「基準設定」-「ジョイント空間」にあります。 

 「既製品ダイア マスタ編集」ボタンをクリックします。 

 

 

  <ジョイント空間の画面>   

 

 

   

 

 ・ 下図の１２件はバージョンアップ時に自動で登録します。 

 

ファブラックス DS25 

ファブラックス DS30 

ファブラックス DS35 

ファブラックス DS40 

ファブラックス DS45 

ファブラックス DS50 

スマートダイア S2530 

スマートダイア S3035 

スマートダイア S3540 

スマートダイア S4045 

スマートダイア S4550 

スマートダイア S5055 

 

 

 

 



 

 <既製品ダイア マスタ編集の画面> 

 

   
   

 

 

・ スマートダイアの場合は上下の厚みを入力します。 

 

 
 

 

 

 

 



 

② ダイア確認から既製品ダイアを入力 

 

 「柱詳細」-「ダイア確認」で入力します。 

  

  <ダイア確認 変更前の画面> 

   
 

    <ダイア確認 変更後の画面> ファブラックスＤＳを使用した例です。

 



   

  

   <ダイア確認 終了後の画面>  

 

 
＊ 既製品ダイアを使用した場合は取り付く梁の耳寸法を変更するか聞いてきます。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
③ ファブラックスＤＳの使用例 

  

 上側の押え寸法はマスターで入力した余長を使用します。 

  

＜押さえは１５㎜＞ 

 

  

 

 

<柱単品図の出力例> 

 

 
 



 

④ スマートダイアの使用例 

 

  上側の押え寸法はマスターで入力した上厚みと柱詳細の押さえを足した寸法を使用します。 

  

＜上厚み３．５㎜、上押さえ３㎜の場合＞ 

 

 
   

 

  <柱単品図の出力例> 

 

 
 

 

 



 

２１ . 平面ブレス、軸ブレスに一括修正機能を追加 

 

変更できる項目は「ブレス部材」「継手符号」「シートタイプ」「既製品名」です。 

 

・「ブレス部材」だけの変更で部材サイズが変更前と同じ場合は、設計マークだけを変更し  

  ます。ブレス長、原寸型の再計算は行ないません。 

 

以下の場合はデータを変更しません。 

 

・継手の部材とブレスの部材が違う場合。 

・ブレス部材の変更時に対応する継手符号の入力が無い場合。  

・既製品の結合型のタイプが違う場合。 

（結合型タイプの変更は個別修正で行なって下さい） 

 

 

<平面ブレスのメニュー画面> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  ① ブレスの選択 

 

     個別指定・・・マウスクリックした一番近いブレスを選択します。 

     領域指定・・・マウスでドラッグした範囲のブレスを選択します。 

 

   ＊ 選択済のブレスをもう一度選択すると選択を解除します。 

 

「全選択」ボタン・・・配置してある全てのブレスを選択します。 

「全解除」ボタン・・・配置してある全てのブレスを解除します。 

           変更データはクリアします。 

 

変更データは一番初めに選択したブレスのデータを初期値としてセットします。 

 

 

 <ブレスを選択した後の画面> 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

  ② 変更する項目にチェックを付けて「決定」ボタンをクリックします。 

   

 ・ブレス部材、継手符号を変更した場合は<切取長>を再計算するか聞いてきます。 

   

  はい ・・・切取長を再計算します。 

  いいえ・・・切取長は元のデータのままです。 

  ※どちらの場合も<第１孔のニゲ>は再計算します。 

 

 

<確認画面の例> 

 

 

 

 

 

・ブレス部材、継手符号を変更しない場合。 

 

  既製品から原寸型へ変更する場合は<第１孔のニゲ><切取長><プレートクリア>を再計算 

    します。 

 

 

<確認画面の例> 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 



 

２２ . 平面ブレスの集計内容を変更 

 

平面ブレス、ＲＢ以外も全て集計できるように変更しました。 

従来は以下の場合はブレス長を計算していませんでした。 

 

・ 取り付く梁の勾配の向きが違う場合。 

・ 取り付く梁の勾配の差が誤差（約１度）の範囲外の場合。 

   

  ブレス新規配置または個別修正の画面で集計するか選択できるように変更しました。 

  そのままブレスを集計する場合は「ブレス長を計算する」にチェックを付けます。 

   

＊ この場合、ブレス長および原寸型紙が正しく計算しない場合があります。ご注意下さい。 

  

 

  ＜ブレス修正の画面の例＞  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜胴縁システム＞ 

 

 １ . 組物の胴縁にマーク自動配置を追加 

 

 「胴縁編集」-「抱き合わせ」-「組物」で胴縁選択時にマークを自動で配置します。 

 

   ＊ クリアが０でピースが配置してない場合、Ｃ鋼は背、角パイプはは両側に配置します。 

 

   ＊ 設定は「初期設定」-「基本データ」-「マーク」で行ないます。 

  「組物の選択時に自動配置する」にチェックを付けてマークの名称を入力します。 

  （マークの名称は無くてもかまいません。） 

 

 

  ＜基本データの画面＞ 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  ＜胴縁を選択した後の画面＞ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ２ . ピースの無い穴だけの加工に対応 

 

  「ピース編集」-「手動配置」-「マーク」で配置します。  

 

・ 「孔加工」を「有」に選択して孔径を入力します。 

・ マークの名称は任意で入力します。（無くても構いません） 

 

 

＜マーク配置の画面＞ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ . ピース手動配置で角パイプ孔加工の設定を追加   

 

  通しボルトとＣ鋼抱き合わせの設定を追加しました。 

 

・「胴縁」・「内胴縁」で選択できます。 

・Ｃ鋼の抱き合わせは斜め胴縁・接続ピースには対応していません。 

 

 

＜ピース編集-手動配置の画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ . 全ての通り（図面番号）の集計・出力に対応 

 

① データ出力画面の「全集計・出力」を選択します。 

 

＜データ出力の画面＞ 

 

   

 

 

  ② 図面番号の一覧を表示します。 

    処理する番号をクリックします。 

 

＜全集計・出力データ出力の画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ③ 実行する処理を選択します。 

 

＜全集計・出力データ出力 番号選択後の画面＞ 

 

 

  以下は[図面出力]を実行した場合の例 

 

  ④ 図面番号毎に出力画面を表示します。 

 [実行]・・・現在表示している図面番号の図面を作成します。 

 [継続]・・・次の図面番号に移動します。 

 [終了]・・・データ出力に戻ります。 

 

 

＜全集計・出力データ出力 図面出力の画面＞  

 



 

５ . 物件全体の集計表出力に対応 

  

  ①「集計表（全通り）」のボタンをクリックします。 

  

  ＜番号選択後の画面＞ 

 

 

   ② 全通りの集計表の出力画面で「実行」をクリックします。 

   

   “[工事番号]\集計表\全集計表.DXF”を作成します。 

   ・  各通りと全体の集計表を１つのDXFファイルに出力します。    

  

  ＜集計表（全通り）の画面＞ 

  
 



  

６ . 胴縁加工図、マークの▽の表示の有無の設定を追加 

 

「初期設定」-「出力設定」-「加工図４」で設定を変更します。 

 

・チェックを外すと加工図の▽は表示しません。 

 

＜加工図の出力例、▽マーク有り＞ 

 

 

 

＜出力設定-加工図４の画面＞ 

   



 

７ . 図変換実行時の処理を修正  

 

胴縁の工事番号を施工図システムの「胴縁ピース読込設定」にセットします。 

 

 

＜施工図-胴縁ピース読込設定の画面＞   

   

 

 

 

８ . 「データ復帰」した物件を設定工事に変更可能に 

  

   データ復帰終了時に最後に復帰した物件に変更するか聞いてきます。 

 

・ はい ・・・設定工事を変更します。 

 

・ いいえ・・・元の設定工事のままです。  

    

 

   

 

 



 

９ . 編集画面のフォントサイズを変更可能に 

   

  「初期設定」-「環境設定」-「フォント」で設定を変更します。 

 

・ 胴縁合番のサイズを指定します。クリア寸法とピース符号は胴縁合番の１／３で表示します。 

・ 元図のテキストには影響しません。 

 

 

＜環境設定の画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１０．「ＮＣデータ作成」-「フクオカ」設定追加 

 

・通り（工区）名の文字数の設定を追加しました。 

設定ボタンをクリックして文字数を変更します。（５文字・８文字） 

使用できる文字数は取合ソフトのバージョンによって違います。 

 

  ・端部のピースが製品からはみだす場合に、マークを移動できるようにしました。 

溶接するピース位置がマイナスまたは製品長を越えている場合に有効です。 

「加工位置を移動する」にチェックした場合は基準はピースの先になります。 

その場合はマークの向きを左右反転することができます。 

 

 

＜ＮＣデータ作成の画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜マーク移動の画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 


